






























1. Bone formation using novel interconnected 
porous calcium hydroxyapatite ceramic hybridized 
with cultured marrow stromal stem cells derived 
from Green rat 
（グリーンラット由来の培養骨髄閏葉系幹細胞を複
合した新規の連通性多孔体ハイドロキシアパタイト
の骨形成）
伊東祥介
展開医科学専攻病態制御医科学講座（整形外科学）
我々は，連通気孔構造を持ち，優れた骨伝導性を有
する新規のハイドロキシアパタイト（以下 HA）を
scaffoldとし，骨髄幹細胞を複合し， HAに生体活性
を与えることで，より早期に骨欠損部修復が可能であ
ると考えている。本研究の目的は，骨髄幹細胞 ・HA
複合体の骨形成能を検討することと，移植した骨髄幹
細胞の運命を観察することである。本研究で使用した
骨髄幹細胞は，蛍光蛋白遺伝子導入ラットであるグリ
ーンラット由来の細胞を使用し，これを SDラットに
移植することで，骨髄幹細胞の変化を観察した。骨髄
幹細胞複合群は， HA単独群に比べ早期の良好な骨形
成を認めた。また移植骨髄幹細胞は，術後8週におい
ても骨芽細胞様に変化し新生骨上に存在しているのが
観察され，骨形成に関与していた。骨髄幹細胞 ・HA
複合体は優れた骨形成能を示した。
2. ラット脊髄後角におけるヒスタミンの作用について
一脊髄 IR・DICスライスパッチクランプ法を用い
てー
大石芳彰
創生医科学専攻病態探求医科学講座（神経生理学）
ヒスタミンは脊髄後角第2層（謬様質）においてシ
ナプス前末端の Hl受容体に作用し， PKC系を介して
神経伝達物質の放出を促進し，シナプス伝達に影響を
及ぼすと考えられている。そこで，ラット脊髄横断ス
ライス標本を作製し，赤外線微分干渉型顕微鏡（IR-
DIC）システムを併用したパッチクランプj去を用いて
膝様質ニューロンにおけるビスタミンの作用を検討し
た。自発性興奮性シナプス後電流，後根神経入力部電
気刺激による誘発興奮性シナプス後電流，ならびに自
発性抑制性シナプス後電流を観察したが，ビスタミン
の投与前後で頻度や振幅の明らかな変化はみられなか
った。 PKC系の活性化を引き起こす PDBuの投与も
行ったが明らかな変化はみられなかった。今回の電気
生理学的な検討からは，ヒスタミンが勝様質における
